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２．運転前の点検事項 

 

 機械の損傷や機械内部に異物の侵入、水分の浸水がないこと。 

 負荷機械の点検及び配線の傷、接続等が正常かどうか点検する。 

 コンプレッサについてはコンプレッサオイルの点検とドレン切りを行う。 

 機械に添付の取扱説明書に従い始動前点検を行うこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


